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特
集
一
日
本
語
の
最
前
線

方
言
文
法
|
引
用
表
現
に
由
来
す
る
主
題
提
示
の
形
式
を
題
材
に

は
じ
め
に

日
本
語
諸
方
言
の
文
法
に
関
す
る
研
究
が
、
こ
れ
ま
で
、
日
本
語

あ
る
い
は
言
語
一
般
の
文
法
研
究
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
成
果
を
な

し
と
げ
て
き
た
こ
と
は
、
す
で
に
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ

う
。
比
較
的
最
近
の
も
の
を
見
て
も
、
格
、
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク

ト
、
可
能
表
現
な
ど
、
特
定
の
文
法
カ
テ
ゴ
リ
・
文
法
形
式
に
つ
い

て
の
共
時
的
な
記
述
や
、
文
法
形
式
の
発
達
や
意
味
・
機
能
変
化
に

つ
い
て
の
通
時
的
な
研
究
が
行
な
わ
れ
、
興
味
深
い
事
象
・
デ
l
タ

を
提
供
し
て
い
る
。

こ
の
稿
で
は
、
筆
者
が
最
近
取
り
組
ん
で
い
る
、
主
題
提
示
の
形

式
、
特
に
引
用
表
現
に
由
来
す
る
主
題
提
示
の
形
式
去
題
材
と
し
、

方
言
の
文
法
と
そ
の
研
究
の
一
端
を
伝
え
た
い
。
《
主
題
提
示
》
(
以

下
、
「
提
題
」
と
す
る
こ
と
も
あ
る
)
は
、
現
代
共
通
語
、
あ
る
い
は

文
献
資
料
を
中
心
と
し
た
日
本
語
史
の
研
究
に
お
い
て
非
常
に
活
発

な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
テ
1
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
現
代
共
通
語
に

小
西
い
ず
み

お
り
る
主
題
提
示
の
形
式
の
中
心
的
な
も
の
は
「
は
」
で
あ
る
が
、

そ
の
ほ
か
に
、

A
V
(
ゼ
ロ
形
式
)
、
引
用
の
形
式
に
由
来
す
る
と
言

わ
れ
る
「
っ
て
」
、
条
件
表
現
に
由
来
す
る
「
な
ら
」
な
ど
が
あ
る

(
益
岡
・
田
窪
一
九
九
二
)
。
諸
方
言
に
お
い
て
も
、
「
は
」
に
ほ
ぼ

対
応
す
る
よ
う
な
代
表
的
な
形
式
と
と
も
に
、
引
用
表
現
に
由
来
す

る
も
の
、
条
件
表
現
に
由
来
す
る
も
の
が
あ
り
、
な
か
に
は
共
通
語

の
歴
史
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
発
達
を
と
げ
た
も
の
も
あ
る
が
、
そ

れ
ら
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
特
に
引
用
表
現
に
由
来
す
る
主
題
提
示

の
諸
形
式
を
と
り
あ
げ
、
共
通
語
の
「
っ
て
」
な
ど
と
対
照
し
な
が

ら
、
そ
の
意
味
・
用
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
た
上
で
、
そ
の
研
究

の
意
義
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
い
。
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2 

富
山
方
言
の
「
チ
ヤ
」

富
山
方
言
に
は
次
の
よ
う
な
助
詞
「
チ
ヤ
」
が
あ
る

E
l
)。
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ω
ア
ン
タ
モ
行
ク
到
叫

わ
な
か
っ
た
。
)

ω
A
チ
ヨ
ッ
ト
田
中
サ
ン
ト
コ
行
ッ
テ
ク
ツ
チ
ャ
。
(
ち

ょ
っ
と
田
中
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
く
る
よ
。
)

B
田
中
サ
ン
汁
吋
詮
ケ
。
(
田
中
さ
ん
{
寸
寸
/
剖
川
引

の
は
/
と
は
}
詮
?
)

ω
オ
l
エ
ス
刊
叶
伺
ノ
略
ケ
。

(
O
S
{ゴ
寸
/
叫
川
引
制
凶

/
と
は
}
伺
の
略
?
)

ω
田
中
サ
ン
チ
ャ
意
外
ニ
マ
ジ
メ
ダ
ネ

l
。
(
田
中
さ
ん

{
っ
て
/
と
い
う
人
は
}
意
外
に
ま
じ
め
だ
ね
。
)

同
ダ
ツ
カ

B
型
ノ
人
升
叶
オ
ッ
ヶ
。
(
誰
か

B
型
の
人
寸
寸

い
る
?
)

思
ワ
ン
ダ
。
(
あ
な
た
も
行
く
と
は
思

方言文法一一引用表現に由来する主題提示の形式を題材に

右
の
例
の
よ
う
に
、
「
チ
ャ
」
は
、
共
通
語
の
「
と
は
」
や
「
と

い
う
+
名
詞
+
は
」
「
っ
て
」
に
対
応
し
て
い
る
。
「
チ
ヤ
」
に
は
、

大
き
く
わ
け
で
、
判
共
通
語
の
〈
引
用
の
助
詞
「
と
」
+
提
題
の
助

詞
「
は
」
〉
に
対
応
す
る
用
法
と
、

ω共
通
語
の
「
と
は
」
や
「
っ

て
」
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
提
題
の
助
詞
と
し
て
の
用
法
が
認
め
ら
れ

る。
制
〈
引
用
の
「
と
」
+
提
題
の
「
は
」
〉
に
対
応
す
る
用
法
と
は
、

次
の
川
則
的
や
右
の

ωの
よ
う
な
例
で
あ
る
。
こ
の
「
と
+
は
」
に
お

け
る
「
は
」
は
、
《
対
比
》
の
意
が
強
い
も
の
で
あ
り
、
述
語
に
は

肯
定
形
よ
り
も
否
定
形
が
く
る
こ
と
が
多
い
。

刷
今
日
雨
降
ル
升
刊

ユ
l
ト
ラ
ン
。
(
今
日
雨
が
降
る
と
は
言

っ
て
い
な
い
。
)

的
オ
ラ
コ
イ
ハ
ヨ
起
キ
レ
列
刊
イ
ワ
ナ
ン
ダ
。

な
に
早
く
起
き
ろ
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。
)

(
私
は
こ
ん

藤
田
(
二

O
O
O
H
四
五
九
)
が
述
べ
る
よ
う
に
、
共
通
語
の
「
と

は
」
に
は
、
〈
引
用
の
助
詞
「
と
」
+
提
題
の
助
詞
「
は
」
〉
に
分
析

で
き
る
も
の
と
、
そ
の
よ
う
に
分
析
で
き
ず
、
ひ
と
ま
と
ま
り
で
機

能
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
右
の
例
は
前
者
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
類

の
「
と
は
」
は
、
(
多
少
自
然
さ
が
損
な
わ
れ
る
場
合
も
多
い
が
)

「
は
」
を
除
い
た
表
現
が
可
能
で
あ
る
。

間
今
日
雨
が
降
る
と
言
っ
て
い
な
い
。

的
私
は
こ
ん
な
に
早
く
起
き
ろ
と
言
わ
な
か
っ
た
。

ω
あ
な
た
も
行
く
と
思
わ
な
か
っ
た
。
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富
山
方
言
の
「
チ
ャ
」
は
、
次
の
よ
う
に
引
用
の

対
応
す
る
場
合
に
は
用
い
ら
れ
な
い
。

「
と
」
単
独
に

ωmH一
今
日
雨
降
ル
チ
ヤ

た
。
)

ユ
l
タ
。
(
今
日
雨
が
降
る
と
言
つ

こ
の
文
が
用
い
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
「
雨
が
降
る
と
は
言
っ
た
が
、

雪
が
降
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
」
な
ど
、
や
は
り
共
通
語
の
「
と
+

は
」
に
対
応
す
る
、
《
対
比
》
の
意
味
を
含
む
場
合
で
あ
る
。

制
の
提
題
助
調
と
し
て
の
用
法
と
は
、
先
の

ω
i
m
wゃ、

う
な
例
で
あ
る
。

次
の
よ
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ω
イ
マ
サ
ラ
帰
リ
タ
イ
チ
ャ
ナ
サ
ケ
ナ
イ
。

り
た
い
」
と
は
情
け
な
い
。
)

帥
イ
マ
サ
ラ
帰
レ
チ
ャ
何
ユ

l
ガ
ケ
。
(
い
ま
さ
ら
「
帰
れ
」

と
は
何
を
言
う
の
か
。
)

ω
台
風
来
ル
列
刊
ホ
ン
ト
ケ
。
(
台
風
が
来
る
{
寸
引
パ
叫
い

う
の
は
/
と
は
}
本
当
?
)

ω
ユ
l
ウ
ツ
判
叶
ド
l

書
ク
ガ
カ
イ
。
(
「
ゅ
う
う
つ
」
斗

て
ど
う
書
く
の
?
)

ω
駅
チ
ャ
ド
コ
ニ
ア
ッ
ケ
。
(
駅
っ
て
ど
こ
に
あ
る
?
)

ω
ア

ン

タ

列

吋

目

大

キ
l
ネ
。
(
あ
な
た
寸
引
、
目
が
大
き

い
ね
。
)

ω
オ
ラ
風
邪
列
叶
メ
ツ
タ
ニ
ヒ
カ
ン
。

っ
た
に
ひ
か
な
い
。
)

(
い
ま
さ
ら
「
帰

(
私
は
風
邪
っ
て
め

こ
れ
ら
の
例
の
よ
う
に
、
こ
の
類
の
「
チ
ヤ
」
は
、
共
通
語
の
主
題

提
示
の
「
と
は
」
(
「
と
+
は
」
に
分
析
で
き
な
い
「
と
は
」
)
や
、

同
じ
く
主
題
提
示
の
「
っ
て
」
や
「
と
い
う
の
は
」
に
対
応
す
る
も

の
で
あ
る
。

「
と
は
」
「
と
い
う
の
は
」
「
っ
て
」
は
、
と
も
に
、
引
用
表
現
に

由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
用
法
の
一
部
に
「
言
葉
を
再
現
し
て

提
示
す
る
」
(
丹
羽
一
九
九
四
)
と
い
う
、
引
用
の
形
式
と
し
て
の

側
面
を
比
較
的
強
く
残
し
た
も
の
が
あ
る
。
先
の
例
で
は
、

ωω
や

ωiω
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
こ
れ
に
該
当
す
る
「
と
は
」
に
は
、

ω

側
な
ど
、
他
者
の
言
葉
を
受
り
て
そ
れ
に
対
す
る
「
評
価
」
や
「
と

が
め
立
て
」
を
述
べ
る
も
の
が
含
ま
れ
る
が
(
藤
田
二

O
O
O
い四

六
O
)
(注
2
)
、
こ
の
場
合
「
っ
て
」
は
用
い
に
く
い
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
富
山
方
言
の
「
チ
ヤ
」
は
問
題
な
く
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
。

ωω
ゃ

ωiω
は
、
物
事
の
属
性
や
評
価
や
存
否
(
存
在
す
る
か

否
か
)
(
注
3
)
に
つ
い
て
述
べ
た
例
で
あ
り
、
「
言
葉
を
再
現
し
て
提

示
す
る
」
類
に
比
べ
て
、
〈
主
題
提
示
》
と
い
う
側
面
が
よ
り
強
い

も
の
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
丹
羽
二
九
九
四
)
は
こ
の
類
の
「
っ

て
」
「
と
い
う
の
は
」
「
と
は
」
に
は
、
上
接
語
が
指
示
す
る
物
事
に

つ
い
て
「
改
め
て
捉
え
直
す
」
と
い
う
側
面
が
見
ら
れ
、
そ
の
点
で

「
は
」
と
は
異
な
り
、
《
引
用
》
と
い
う
性
格
を
保
持
し
て
い
る
と
い

P

つ。
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ま
た
、
丹
羽
(
同
)
は
、
「
捉
え
直
し
主
題
」
を
表
す
「
っ
て
」

「
と
い
う
の
は
」
「
と
は
」
の
な
か
で
、
「
と
は
」
の
用
法
が
も
っ
と

も
狭
く
、
「
っ
て
」
の
用
法
が
も
っ
と
も
広
い
と
指
摘
す
る
。
「
と

は
」
は
、

ωゃ
ωの
よ
う
な
物
事
の
存
否
を
問
題
に
す
る
用
法
を
持

た
ず
、
も
っ
と
も
《
引
用
》
と
い
う
性
格
を
強
く
残
し
た
も
の
と
言

え
る
。
ま
た
、
「
と
は
」
や
「
と
い
う
の
は
」
は
、
一
時
的
な
状
態

を
表
す
述
語
の
場
合
や
、
指
示
語
を
前
接
語
と
す
る
場
合
に
は
用
い

ら
れ
な
い
が
、
「
っ
て
」
は
そ
れ
ら
の
場
合
に
も
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
。
富
山
方
言
の
「
チ
ャ
」
も
、
次
に
示
す
よ
う
に
い
ず
れ
の
m-勺

合
に
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

ω
太
郎
列
吋

ア
ソ
コ
デ

的
イ
ト
ン
ガ
ダ
ト
。
(
太
郎
つ

A ， 
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て
今
あ
そ
こ
で
働
い
て
い
る
ん
だ
っ
て
。
)

仰
(
歩
い
て
い
て
、
何
か
わ
か
ら
な
い
建
物
を
み
つ
げ
て
)

チ
ャ
何
ダ
ロ
カ
ネ

1
0
(
あ
れ
叶
引
何
だ
ろ
う
か
?
)

ア
レ

「
チ
ャ
」
は
、
「
名
詞
+
助
詞
」
、
「
名
詞
+
断
定
デ
」
、
動
詞
の
テ

形
と
い
っ
た
丹
羽
こ
九
九
四
)
の
い
う
「
文
断
片
」
に
接
続
す
る

こ
と
が
で
き
る
点
で
、
「
っ
て
」
と
異
な
る
(
こ
の
点
は
山
田
(
二

0
0
こ
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
)
。
こ
の
場
合
の
「
は
」
「
チ

ヤ
」
は
対
比
の
立
味
を
帯
び
る
こ
と
が
多
い
。

ω
北
海
道
ニ
チ
ャ

た
こ
と
あ
る
?
)

ω
お
ら
小
さ
か
っ
た
か
ら
人
の
問
潜
っ
て
っ
て
目
で
見
れ
た
が
、

母
親
や
姉
に
ち
ゃ
回
り
の
も
ん
が
一
切
見
せ
な
ん
だ
。
(
私
は

小
さ
か
っ
た
か
ら
、
人
の
聞
を
も
ぐ
っ
て
い
っ
て
自
分
の
日

で
(
父
の
遺
体
を
)
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
母
親
や
姉
に

は
ま
わ
り
の
者
が
一
切
見
せ
な
か
っ
た
。
)〔
北
前
日
父
の
遭
難
〕

伽

ソ

ノ

ア

ト

チ

ャ

ナ

ラ

ド

イ

シ

ゴ

ト

ア

シ

ク

ラ

デ

列

ヤ
シ
ト
ラ
レ
タ
。
(
そ
の
あ
と
は
じ
ゃ
あ
ど
う
い
う

仕
事
を
芦
併
で
は
し
て
お
ら
れ
た
?
)
〔
立
山
〕

ω
行
く
こ
と
は
行
く
け
れ
ど
も
、
た
だ
で
剖
吋
行
か
れ
ん
、
(
行

く
こ
と
は
行
く
け
れ
ど
も
、
た
だ
で
は
行
け
な
い
)

〔
射
水
口
娘
と
青
大
将
の
話
〕

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
風
呂
の
中
へ
っ
か
つ
て
ち

行
ッ
タ
コ
ト
ア
ル
?
(
北
海
道
に
削
行
つ

方言文法一一引用表現に由来する主題提示の形式を題材に

ω
そ
し
て
、

や
お
れ
ん
だ
と
お
。
(
そ
し
て
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
風
日

の
中
に
つ
か
つ
て
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
)

〔
射
水
一
皿
と
卵
と
徳
利
〕

一
方
、
共
通
語
の
「
と
は
」
や
「
っ
て
」
が
用
い
ら
れ
て
、
・
富
山

方
言
の
「
チ
ャ
」
が
用
い
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
ま
ず
、
共
通
語

の
「
と
は
」
に
は
、

ω帥
の
よ
う
な
用
法
の
延
長
と
し
て
、
「
と
は
」

で
言
い
き
し
て
終
助
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
用
法
が
あ
る
が
、
富
山
方

言
の
「
チ
ャ
」
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
き
わ
め
て
用
い
に
く
い
。

共
通
語
の
場
合
、
「
と
は
」
に
終
助
詞
の
「
ね
」
な
ど
が
直
接
付
く

場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
も
富
山
方
言
の
「
チ
ャ
」
は
用
い
ら
れ

な
い

2
1
0
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帥
行
イ
マ
サ
ラ
帰
リ
タ
イ
到
叶
。
(
今
さ
ら
「
帰
り
た
い
」
と

は
。
)

ω
円
一
イ
マ
サ
ラ
帰
リ
タ
イ
升
叶
ネ
。
(
今
さ
ら
「
帰
り
た
い
」

と
は
ね
。
)

ま
た
、
共
通
語
の
「
っ
て
」
に
は
、
物
事
の
存
否
に
つ
い
て
述
べ

る
用
法
の
一
つ
と
し
て
、
存
在
に
つ
い
て
の
確
認
要
求
を
行
な
う
も

の
が
あ
る
が
、
富
山
方
言
の
「
チ
ヤ
」
に
は
そ
の
よ
う
な
用
法
が
な

い
。
「
あ
る
だ
ろ
う
?
」
「
あ
る
じ
ゃ
な
い
?
」
の
よ
う
な
確
認
要
求

で
は
な
く
、
「
あ
る
?
」
と
存
在
に
つ
い
て
尋
ね
る
場
合
に
は
「
チ

ヤ
」
も
、
問
題
な
く
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
類
の
確
認
要
求
文
の
「
っ

て
」
が
、
「
と
い
う
の
は
」
で
は
な
く
「
と
い
う
の
が
」
に
置
き
換
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え
ら
れ
る
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
富
山
方
言
の
「
チ
ャ
」
の

問
題
と
い
う
よ
り
も
、
「
っ
て
」
の
用
法
の
広
が
り
の
問
題
と
し
て

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

ω
*焼
肉
食
イ
放
題
チ
ヤ

て
あ
る
じ
ゃ
な
い
?
)

側
コ
ノ
辺
ニ
焼
肉
食
イ
放
題
チ
ヤ

焼
肉
食
い
放
題
つ
で
あ
る
?
)

ア
ン
ネ
カ
?
(
焼
肉
食
い
放
題
寸

ア
ル
?
(
こ
の
辺
に

富
山
方
言
の
「
チ
ャ
」
は
、
音
形
の
上
で
も
、
ま
た
先
の
例
の
用

法
を
持
つ
と
い
う
点
か
ら
も
、
共
通
語
の
「
と
は
」
の
よ
う
な
「
引

用
の
助
詞
+
提
題
の
助
詞
」
に
由
来
す
る
形
式
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る

25)0
・
し
か
し
、
意
味
・
用
法
に
お
い
て
は
、
共
通
語
の

「
と
は
」
よ
り
も
広
く
、
「
っ
て
」
の
用
法
も
ほ
ぼ
カ
バ
ー
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

3 

石
川
県
金
沢
方
言
・
兵
庫
県
相
生
方
言
な
ど
の

「
チ
ュ
ー
タ
ラ
」
「
ユ
ー
タ
ラ
」

石
川
県
の
金
沢
方
言
で
は
、
語
源
的
・
形
態
的
に
は
〈
引
用
の
助

詞
+
動
詞
「
言
う
」
の
仮
定
条
件
表
現
〉
「
と
言
っ
た
ら
」
に
対
応

す
る
「
チ
ュ

1
タ
ラ
」
が
、
次
の
よ
う
に
使
わ
れ
る

2
1
0

m
A
一
山
田
サ
ン
ニ
モ
知
ラ
セ
ヨ

I
。

B
一
山
田
サ
ン
升
ユ
川
列
到
ダ
レ
。
(
山
田
さ
ん
寸
寸

誰
?
)

A
一
山
田
サ
ン
チ
ュ

l
タ
ラ
三
丁
目
ノ
ア
ノ
山
田
サ
ン
ノ

コ
ト
ヤ
。
(
山
田
さ
ん
と
い
う
の
は
三
丁
目
の
あ
の
山
田
さ

ん
の
こ
と
だ
。
)

側
松
井
選
手
ガ
来
ル
列

4
H列
到
ホ
ン
ト
ヵ
。
(
松
井
選
手
が

来
る
っ
て
本
当
?
)

ω
(一
緒
に
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
相
手
に
)
ア
ン
タ
チ
ュ

l
タ

ラ
酒
強
イ
ガ
ヤ
ネ
。
(
〔
今
ま
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
り

ど
〕
あ
な
た
っ
て
、
酒
が
強
い
ん
だ
ね
。
)

し
か
し
、
金
沢
方
言
の
「
チ
ュ

l
タ
ラ
」
は
、
右
の
よ
う
に
言
葉
を

引
用
し
て
そ
の
意
味
等
に
つ
い
て
述
べ
る
場
合
や
、
物
事
の
属
性
に

つ
い
て
述
べ
る
場
合
に
は
用
い
ら
れ
る
が
、
「
と
+
は
」
に
対
応
す

る
場
合
や
、
物
事
の
存
否
を
捉
え
直
す
場
合
に
は
用
い
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
富
山
方
言
の
「
チ
ヤ
」
よ
り
も
用
法
が
狭
い
と
言
え
る
。

-10'¥-

ω 印)
人*も*
つ|誰行ア
て1:カくン
いと1:タ
る B は|モ
?型思
)ノわ行

人なク
チ|かチ
ユlつユ

11た l
タI~ ぎ
ラl フ

思
ワ
ナ
ン
ダ
。
(
あ
な
た

オ
ル
?
(
誰
か

B
型
の

ま
た
、
兵
庫
県
相
生
方
言
で
も
「
と
言
っ
た
ら
」
に
対
応
す
る

「ユ

l
タ
ラ
」
が
、
次
の
よ
う
に
、
「
っ
て
」
や
「
と
い
う
の
は
」
で

言
い
換
え
ら
れ
る
、
物
事
の
属
性
を
述
べ
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る

(注

7
}
。ω(子

供
の
頃
、
あ
る
お
じ
い
さ
ん
が
、
弧
に
化
か
さ
れ
る
話
を
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よ
く
し
て
く
れ
た
と
い
う
話
題
で
)
ホ
デ
ケ
ツ
コ
ン
シ
キ

ニ
、
コ
ン
レ

I
デ
、
ノ
セ
ノ
コ
ン
レ

l
デ
イ
ッ
キ
ヨ

ツ
タ
ラ
、

キ
ツ
ネ
ユ

l
タ
ラ
ア
タ
マ
オ

ア
ノ

l

タ
ウ
エ
シ
タ
ミ
ズ
デ
ナ
I
、
ア
タ
マ
オ

コ
l
ッ
ト
ナ
ゼ
タ
ラ
ナ
、
パ
ケ
ル
ン
ヤ
テ

l
。
(
そ
れ
で

結
婚
式
に
、
婚
礼
で
野
瀬
の
婚
礼
で
行
っ
て
い
た
ら
、

そ

の

き

つ

ね

司

叶

叶

叶

叫

凶

頭

を

こ

う

あ

の

田
植
え
[
を
]
し
た
水
で
ね
、
頭
を
こ
う
や
っ
て

な
ぜ
る
と
ね
、
化
け
る
ん
だ
っ
て
。
)

〔
ふ
る
さ
と
こ
と
ば
一
兵
庫
県
相
生
市
、
山
〕
(
共
通
語
訳
は
テ
キ

ス
ト
の
ま
ま
) ソ

ノ
l

方言文法一一引用表現に由来する主題提示の形式を題材に

こ
の
方
言
に
つ
い
て
は
、
自
然
談
話
資
料
か
ら
用
例
を
得
た
だ
け
で

あ
る
の
で
、
「
と
+
は
」
に
対
応
す
る
用
法
や
存
否
に
つ
い
て
述
べ

る
用
法
な
ど
も
あ
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
確
認
し
て
い
な
い
。

共
通
語
の
引
用
の
仮
定
条
件
表
現
「
と
言
え
ば
」
も
、
名
詞
句
を

う
け
て
「
は
」
や
「
と
い
う
の
は
」
に
一
言
い
換
え
ら
れ
る
場
合
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
連
想
を
ひ
き
出
す
キ
ー
ワ
ー

ド
を
も
ち
出
す
」
(
藤
田
二

O
O
O
H
四
二
ハ
)
も
の
で
、
右
の
金

沢
方
言
や
相
生
方
言
の
よ
う
な
例
で
は
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

倒
今
ま
で
高
い
山
叫
川
刻
刷
、
比
叡
山
と
愛
宕
山
だ
け
だ
と
思

っ
て
い
た
の
に
、

(
今
西
錦
司
「
探
検
」
、
藤
田
二

O
O
Oか
ら
の
孫
引
き
) コ

研
究
の
発
展
|
引
用
表
現
・
条
件
表
現
に
由
来
す
る

主
題
提
示
の
形
式
の
発
達
に
つ
い
て
|

以
上
、
富
山
方
言
の
「
チ
ヤ
」
、
金
沢
方
言
・
相
生
方
言
の
「
チ

ュ
l
タ
ラ
」
「
ユ

1
タ
ラ
」
と
い
っ
た
引
用
表
現
に
由
来
す
る
主
題

提
示
の
形
式
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
富
山
方
言
の
「
チ
ヤ
」
は
、
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
恐
ら
く
共
通
語
の
「
と
は
」
の
よ
う
な
〈
引

用
の
助
詞
+
提
題
の
助
詞
〉
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
現

在
で
は
、
「
っ
て
」
も
カ
バ
ー
す
る
よ
う
な
用
法
を
発
達
さ
せ
て
い

る
。
ま
た
、
「
ユ

1
タ
ラ
」
「
チ
ュ

l
タ
ラ
」
は
、
〈
引
用
の
助
詞
+

動
詞
「
言
う
」
の
仮
定
条
件
表
現
〉
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

共
通
語
の
「
と
言
え
ば
」
に
比
べ
て
提
題
の
形
式
と
し
て
の
性
格
が

よ
り
強
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
形
式
の

意
味
・
用
法
に
つ
い
て
の
共
時
的
な
記
述
や
、
そ
の
発
達
に
つ
い
て

の
通
時
的
な
考
察
は
、
《
引
用
》
と
《
主
題
提
示
》
と
の
関
連
を
考

え
る
た
め
の
有
益
な
材
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

方
言
に
お
け
る
主
題
提
示
の
形
式
に
は
、
ほ
か
に
も
共
通
語
に
は

見
ら
れ
な
い
独
自
の
発
達
を
と
げ
た
も
の
が
あ
る
。
日
高
(
二

O
O

O
)
に
よ
る
と
、
秋
田
方
言
で
は
、
本
来
は
仮
定
条
件
を
表
す
形
式

で
あ
る
「
ダ
パ
」
が
、
次
の
よ
う
に
主
題
提
示
の
形
式
と
し
て
用
い

ら
れ
る
と
い
う
。
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4 
ω
A一
コ
レ
ゅ

の
本
か
?
)

オ
メ
ァ
ノ

ホ
ン
ダ
ガ
?
(
こ
れ
は
お
ま
え
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B
一
ア
エ
コ
レ
ン
ダ
ン
パ

こ
れ
は
私
の
だ
よ
。
)

オ
レ
ア
ッ
タ
デ
ァ
。
(
あ
あ
、

『
方
言
文
法
全
国
地
図
』
(
国
立
国
語
研
究
所
編
一
九
八
九
)
第
叩
図

「
あ
れ
は
(
学
校
だ
)
」
(
「
あ
れ
は
何
か
」
と
聞
か
れ
て
「
あ
れ
は
学

校
だ
」
と
答
え
る
と
き
)
や
、
第
日
図
「
ビ

1
ル
は
(
飲
ま
な

い
)
」
、
第
ロ
図
「
酒
は
(
飲
む
)
」
(
「
あ
の
人
は
、
ビ
ー
ル
は
飲
ま

な
い
が
、
酒
は
飲
む
」
)
に
お
い
て
も
、
秋
田
県
か
ら
青
森
県
津
軽

地
方
に
か
げ
て
「
ダ
パ
」
等
の
仮
定
表
現
に
由
来
す
る
形
が
分
布
す

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
共
通
語
で
も
仮
定
条
件
の
「
な
ら
」
が
主

題
提
示
の
用
法
を
持
つ
が
、
「
ダ
パ
」
は
『
方
言
文
法
全
国
地
図
』

第
日
図
の
よ
う
な
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
に
は

共
通
語
の
「
な
ら
」
よ
り
も
提
題
(
《
対
比
》
の
意
味
を
含
む
)
の

助
詞
と
し
て
発
達
し
た
も
の
と
言
え
る
。
《
条
件
》
と
《
主
題
》
と

の
関
連
に
つ
い
て
は
、
高
梨
(
二

O
O
三
)
な
ど
が
、
共
通
語
の

「
な
ら
」
の
用
法
を
手
が
か
り
と
し
て
考
察
し
て
い
る
が
、
秋
田
方

言
の
「
ダ
パ
」
の
よ
う
な
形
式
の
用
法
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
そ
の

よ
う
な
考
察
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

注
1

以
下
の
「
チ
ヤ
」
の
用
例
・
記
述
は
、
稿
末
の
「
用
例
出
典
」

に
あ
げ
た
方
言
談
話
資
料
、
面
接
質
問
調
査
で
富
山
市
方
言
話
者
三

名
(
一
九
二
二
年
生
・
男
性
、
一
九
三
三
年
生
・
男
性
、
一
九
四
五

年
生
・
男
性
)
か
ら
得
ら
れ
た
デ
l
夕
、
お
よ
び
、
筆
者
(
一
九
七

三
年
生
・
女
性
、
一
八
歳
ま
で
富
山
市
に
在
住
)
の
内
省
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
。
用
例
に
つ
い
て
は
、
共
通
語
の
「
と
は
」
「
っ
て
」

「
と
い
う
+
名
詞
+
は
」
に
つ
い
て
記
述
し
た
藤
田
(
二

O
O
O
)

や
丹
羽
こ
九
九
四
)
の
例
文
を
参
考
に
し
た
も
の
が
あ
る
。
な

お
、
「

1
チ
ヤ
」
に
は
、
「

i
ッ
チ
ヤ
」
と
い
う
異
形
態
も
あ
る
が
、

両
者
に
意
味
・
用
法
の
差
は
な
さ
そ
う
で
あ
り
、
自
由
変
異
の
関
係

に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
本
稿
で
は
「

1
チ
ヤ
」
に
統
一
す
る
。

注
2

藤
田
(
二

O
O
O
一
四
六
六
|
四
六
八
)
は
、
ど
の
類
の
「
と

は
」
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
意
外
な
も
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
、
例

ωの
よ
う
な
認
識
・
思
考
動
詞
の
否
定
形
「
思
わ
な
か
っ

た
」
「
知
ら
な
か
っ
た
」
が
意
外
感
の
表
明
の
言
葉
と
し
て
述
語
に

用
い
ら
れ
た
場
合
も
、
そ
の
一
一
密
で
あ
る
と
す
る
。
本
稿
で
は

ωの

よ
う
な
「
と
は
」
は
「
と
+
は
」
に
分
析
で
き
る
例
と
し
て
扱
っ
た

が
、
確
か
に
、
「
と
+
は
」
に
分
析
で
き
る
も
の
と
、
ひ
と
ま
と
ま

り
で
提
題
助
詞
の
よ
う
に
働
く
も
の
と
の
連
続
性
を
示
す
例
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。

注
3

「
存
否
の
題
目
語
」
に
つ
い
て
は
丹
羽
(
二

O
O四
)
も
参
照
。

ωの
よ
う
な
存
在
を
表
す
用
言
を
述
語
と
す
る
例
だ
け
で
な
く
、

ω

の
よ
う
な
出
来
事
の
頻
度
を
問
題
に
す
る
も
の
も
含
む
。
ま
た
、
存

在
の
用
言
を
述
語
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
仰
は
、
「
訳
」
の
属
性

を
問
題
に
し
た
も
の
で
、
存
否
を
問
題
に
し
た
も
の
と
は
言
い
に
く

'v 

注

4

「
何
ユ

1
ト
ン
ガ
ケ
、
イ
マ
サ
ラ
帰
リ
タ
イ
チ
ャ
。
」
(
何
を
言

っ
て
い
る
の
か
、
今
さ
ら
帰
り
た
い
と
は
。
)
と
い
っ
た
伺
置
文
、

「
イ
マ
サ
ラ
帰
リ
タ
イ
到
吋
?
」
(
今
さ
ら
帰
り
た
い
と
は
〔
ど
う
い

う
こ
と
〕
?
)
の
よ
う
な
言
い
さ
し
の
疑
問
文
は
可
能
で
あ
る
。
な

お
、
終
助
詞
的
な
「
チ
ヤ
」
が
用
い
に
く
い
の
は
、
富
山
方
言
に
別

の
終
助
詞
「
チ
ヤ
」
が
あ
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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終
助
詞
「
チ
ヤ
」
に
つ
い
て
は
井
上
こ
九
九
五
)
を
参
照
さ
れ
た

注

5

山
口
こ
九
九
九
)
は
、
「
っ
て
言
え
ば
」
に
対
応
す
る
形
式

に
由
来
す
る
も
の
と
捻
罰
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
形
式
が

「
と
+
・
は
」
に
対
応
す
る
用
法
を
持
つ
に
至
る
の
は
難
し
い
と
思
わ

れ
る
。

注

6

金
沢
方
言
の
用
例
・
記
述
は
、
一
九
二
七
年
生
の
男
性
、
一
九

四
O
年
生
の
女
性
か
ら
面
接
質
問
詞
査
で
得
ら
れ
た
デ
l
タ
に
基
づ

，e、。

注

7

こ
の
方
言
で
は
、
引
用
の
形
式
が

φ
(ゼ
ロ
形
式
)
と
な
る

こ
と
が
あ
り
、
「
ユ

l
タ
ラ
」
も
「
と
言
っ
た
ら
」
に
対
応
す
る
と

言
え
る
。

方言文法一一引用表現に由来する主題提示の形式を題材に

用
例
出
典

〔
北
前
〕
井
本
三
夫
(
編
)
(
一
九
九
八
)
『
北
前
の
記
憶
」
桂
書
一
房

〔
立
山
〕
水
野
元
雄
(
編
)
(
一
九
八
二
「
立
山
町
と
そ
の
周
辺
の
方

言
』
私
家
版

〔
射
水
〕
伊
藤
曙
覧
(
編
)
(
一
九
七
二
「
越
中
射
水
の
昔
話
」
三
弥

井
書
店

〔
ふ
る
さ
と
こ
と
ば
〕
国
立
国
語
研
究
所
(
編
)
(
二

O
O
二
)
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